
 歯と口の健康づくりを通じて、市民の皆さまが健康でいきいきと毎日を過ごすことができるよう、
市民の皆さま・歯科医療等関係者・保健医療等関係者・事業者の役割や、横浜市の基本施策などが 
定められました。 

横浜市 

市民の皆さま、歯科医療や保健医療等に関わる皆さま 

みんなで歯と口の健康づくりに取り組みましょう！ 

 歯科医療等関係者 
（歯科医師など）

● 質の高い歯科医療や保健指導を

提供します。

保健医療等関係者 
（医師、看護師、介護職、保育・学校関係者など） 

● 日々の口腔ケアや受診をご自分で

行うことが難しい方への必要な支援を

行います。

市民 
● 歯科口腔保健に関する正しい

知識や情報を得ましょう。

● 定期的に歯科検診を受診するなど、

日常生活の中で歯科口腔保健の

取組を進めましょう。

事業者 
企業・事業所 

● 従業員の方への歯科検診

受診などを積極的に

働きかけて、健康づくり

を後押ししましょう。

・ 

連
携 

横浜市 
● 歯科口腔保健推進に関する施策を

実施します。

● 歯科口腔保健推進計画をつくります。

横浜市歯科口腔保健の 
推進に関する条例 ができました！ 

平成31年 
４月１日 
施行  



お問い合わせ 横浜市健康福祉局健康推進課 TEL:045-671-2454 FAX:045-663-4469 

歯と口をめぐる現状～あなたのお口はどうですか？～ 

歯周病にかかっている割合は20代でも約３割！ 

50代は約６割に上ります！ 

31.6 

20～24歳 

（％） 

●むし歯のある子どもは減少傾向にあります。これからも正しい歯みがき等を継続しましょう。

●一方、歯周病にかかっている大人は多い状況です。歯周病は自分では気づかないうちに進行し

てしまいます。定期的にかかりつけ歯科医でお口のチェックを受けましょう。

50～54歳 

67.1 

H28県民歯科保健実態調査 

肺  炎 

飲み込む力が衰えると、食べ物
や唾液と共に歯周病菌が気管に
入り込み、肺炎を起こすことが
あります。 

糖 尿 病 

糖尿病の人は免疫力が落ち、歯周病が悪化しま
す。歯周病の炎症によって出る物質も、血糖値を
下げるインスリンの効きを悪くして糖尿病を悪化
させると言われています。 

がん治療 

歯周病があると、がん治療の際
に口内炎が重症化したり、手術
後肺炎を起こす原因となること
があります。 

心筋梗塞 

歯周病菌が原因で血栓をつく
り、狭心症や心筋梗塞など心
臓病のリスクを高めることが
あります。 

低体重児  早  産 

妊娠中に歯周病が悪化すると、歯
周病の炎症によって出る物質が子
宮へ影響を及ぼし、低体重児出産
や早産を招く可能性があると言わ
れています。 

動脈硬化 

歯周病菌が血管を傷つけ、コレス
テロールを取り込み、動脈硬化を
起こすと考えられています。
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歯と口の健康は、全身の健康に関係しています。 

健全な発育や、健康寿命延伸にも大きく影響します！ 

オーラルフレイル

噛む力など口の機能が衰える
（オーラルフレイル）と、食べ
られる食品が減り、低栄養や体
力の低下につながると言われて
います。

歯周病を有する者の割合 

噛む機能 

乳幼児期、学齢期によく噛む習慣をつけるこ
とで、栄養を確実に吸収できる等、生涯の健
康につながります。 

むし歯のある３歳児の割合は減少しています！ 

15.1 

H23年度 

（％） 

H26年度 

12.9 

横浜市保健統計年報 
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３歳児のう蝕罹患率 

10.5 

H29年度 

横 浜 市 か ら の ご 案 内 

●横浜市妊婦歯科健康診査歯周病検診

妊娠期からの歯科口腔保健の取組が家族の健康づくりに重要です。ぜひ受診しましょう。 

●横浜市歯周病検診

歯周病は全身の健康に影響があります。定期的にチェックを受けて予防しましょう。

検索 横浜市妊婦歯科健康診査  

検索 横浜市歯周病検診 

認 知 症 

歯が減って噛む力が低下すると、
脳への刺激が減り認知症の危険性
が高まると言われています。 


